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地域住民が管理する暫定的緑地の課題に関する調査 

  －ドイツ・ベルリン市のコミュニティガーデンの 2事例を対象に－ 

Investigation of temporary green spaces maintained by residents 
 - Case studies of two community gardens in Berlin, Germany - 

 
新保 奈穂美* 

Naomi Shimpo* 
 

Green spaces maintained by residents under a temporary contract are regarded as key to the process of urban renewal 
in shrinking cities. However, if the contract period for renting land increases, users of green spaces might show 
opposition to returning lands and losing them. This paper reports situations of two community gardens in Berlin 
regarding their land security. An intercultural garden in the Lichtenberg district succeeded in extending their contract 
to provide a part of the land for constructing a kindergarten, which the district council needed. Another mobile garden 
in the Kreuzberg district currently faces the end of their contract and gardeners are discussing if they should move 
somewhere else and give the land back to build a school, as moving such a symbolic garden might place other green 
spaces under pressure to develop. 
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1. 調査の背景と目的  

少子高齢化と人口減少を背景に，増加する耕作放棄地や空き

地を暫定的な緑地として活用し，地域住民が維持管理を担うこと

で都市の縮小・撤退に対応することが注目されている 1)．実際に

千葉県柏市では土地を貸したい所有者と，土地を利用したい市民

団体等のマッチングの仕組みが運用されており，創出された暫定

的緑地の事例調査を通じ，土地の貸借に関する契約更新が続いた

際の土地占有等のリスクや適切な契約期間の設定の必要性が言

及されている 2)．しかし未だ暫定的緑地に関する知見は少なく，

有効な方策の検討には様々な事例調査の蓄積が必要である． 

本報告ではドイツ・ベルリン市において10年程度運営されて

いるコミュニティガーデンの2事例を取り上げ，設立経緯や活動

内容等のガーデンの概要のほか，土地の契約状況に関する調査結

果を示し，暫定的緑地としてのガーデンの現状を明らかにする．

ベルリン市は1990年のドイツ再統一後，特に東側を中心に再開

発事業が進められてきた 3)．その過程で暫定的な空き地が数多く

生まれていると考えられ，今回取り上げるガーデンも一方は旧東

側に，もう一方は旧西側であるが境界付近に位置している．よっ

て都市が大きく更新されるなかで暫定的緑地が置かれる状況を

分析するには適した事例である． 

 

2. 調査の方法 

ドイツ国内のコミュニティガーデンを支援する組織 anstiftung

のガーデンマップ 4)によると，ベルリンにはコミュニティガーデ

ンが76事例，そのうち多文化共生ガーデンのカテゴリにも登録

されているものが 49 事例存在する．他に計画中のガーデンは 9

事例存在する．本調査の対象事例の一つ目は Interkultureller Garten 

Lichtenberg という旧東側のリヒテンベルク地区にある多文化共

生ガーデンであり，SozDia Stiftung Berlin（以下SozDia)という財

団によって運営されている．2018年1月22日，この財団傘下の

非営利企業の職員であるHannah Parnow-Kloth氏とUlli Haase氏

に半構造化インタビューを行い，設立の経緯や組織，活動内容の

概要，土地の契約状況について質問した．設立経緯については補

助的にベルリン市のウェブサイトも用いた．二つ目は

Prinzessinnengärten という，旧西側であるが旧東側との境界に位

置するクロイツベルク区(1)にある移動可能型コミュニティガー

デンで，NPO Nomadisch Grünによって運営されている．ガーデ

ンマップでは多文化共生ガーデンのカテゴリにも登録されてい

る．2018年1月23日，NPOの元共同設立者であるMarco Clausen

氏に半構造化インタビューを行った．設立経緯は文献 5)およびウ

ェブサイト 6)から把握できたため，インタビューでは近年の組織

の状況や活動内容，土地の契約状況について質問を行った． 

 

3. 結果 

3-1. Interkultureller Garten Lichtenberg 

住宅地内にある現在のガーデンの敷地にはもともと幼稚園が

2施設建っていた．2000年代，リヒテンベルク地区は人口減少下

にあり，需要低下からそれら幼稚園が閉鎖となり，地域住民が跡

地へのコミュニティガーデン設立の要望を出し，2005 年にベル

リンのローカルアジェンダ 21(2)の枠組みのもとガーデンプロジ

ェクトが始まった 7)．設立コストは113,000 ユーロで，そのうち

25,000ユーロが東部ドイツ都市再生（Stadtumbau Ost）プログラ

ムから支出された 7)．その後利用者による登録団体（e.V.: 

eingetragener Verein）が組織されたが，運営がうまくいかなかっ

たためにSozDiaに運営が移行されることとなった．SozDiaは教

会をもとにした青少年社会活動団体から生まれた財団である．財

団の予算の9割は市に頼っており，他はプロジェクトベースで獲

得したり，寄付金を得たりしている． 財団は3つの非営利企業
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から構成され，合計500人程度のスタッフがいる．最も大規模な

のが幼稚園・保育を支援する企業であり，次に学校外での子ども

の支援活動を行う企業があり，そしてガーデンの運営を担ってい

る青少年支援の企業がある．ガーデン関係の活動や事務作業を担

当しているのは学生の Parnow-Kloth 氏であり，毎週月曜日に勤

務している． 

ガーデンは区画貸出制で 50 区画程度あるが（図-1，写真-1），

利用者は約70人であり，1区画40m2を複数の利用者が利用して

いる場合もある．利用者の大部分は女性の高齢者である．国籍で

見ると20程度の国からきた利用者がみられる．大部分はドイツ

国籍であるが，旧東ドイツの名残で社会主義国であったボスニア

とベトナムの国籍の利用者も多い．他にはイギリスやフランス，

トーゴ，カザフスタンの国籍の利用者がいる．車いすでも作業で

きる障害者向けの区画や，幼稚園向けの区画もある．失業して社

会からドロップアウトした青少年の社会復帰を助けるために区

画が設けられることもある．空き区画が出たらウェイティングリ

ストから，様々な人が混ざるように新たな利用者を迎え，概ねド

イツ人と外国籍の利用者が半分ずつになるよう調整している．利

用料は月15ユーロで，水や備品も使用可能である． 

ガーデンの敷地となっている 13,000m2 の土地は公有地で，区

役所と利用の契約更新を毎年しているが，最終的な貸借期間は

20～25 年になると予想されている．リヒテンベルク地区の人口

は近年増加傾向にあり，区が再び幼稚園の建設を予定しているた

めである．一方でガーデンを維持したいという住民の声もあり，

協議の結果2,000 m2を当座幼稚園のために提供することにより，

契約を長期化し，少なくとも20年程度ガーデンを維持できる見

通しである．なお，土地の賃料は大きな金額ではないが，ガーデ

ンに接続する道路の管理費用や水，電気などの費用が追加で必要

となっている． 

 

3-2. Prinzessinnengärten 

ガーデンの設立経緯については文献 5)およびウェブサイト 6)7)

から概要を抜粋して当段落に記載する．地下鉄モーリッツプラッ

ツ駅の目の前にある約5,800 m2のガーデンは2009年に2人の青

年によって設立された．一人はキューバの都市農業にアイデアを

得たRobert Shaw氏で，もう一名はインタビューに応じたMarco 

Clausen 氏である．双方とも農業の経験はなく，元手となる資金

もほとんどなかった．ガーデン用地として未利用地を探していた

ところ，区役所職員が現在のガーデン敷地を紹介してくれた．そ

の土地は市有地を売却する不動産会社によって管理されており，

初めは月 10,000 ユーロの賃料を提示されたが，最終的には道路

管理費800ユーロを含めた2,300ユーロになった． 

ガーデンを経営しているのはNPO のNomadisch Grün である

が，姉妹企業が2つ存在する．一方は小規模農家や他のガーデン

を支援していくうちに2014年に設立したランドスケープデザイ

ンの営利企業であり，もう一方はガーデン内にあるカフェ経営の

営利企業である． NPOにおける有給のスタッフは8名で，造園・

ランドスケープデザインの関連会社には60～80名の従業員がお

り，夏のみオープンするカフェの従業員は20名程度である．ま

たランドスケープデザインの会社が支援して成立したガーデン

は200箇所以上であるが，どれも独立したガーデンではなく施設

などに属した木箱等による移動可能なモバイルガーデンである． 

Prinzessinnengärten の形態もカゴや木箱を用いたモバイルガー

デンで，誰もが有機農法のガーデニングを楽しめるほか，ガーデ

ンだけでなく近郊農家の野菜も用いたカフェで飲食を楽しむこ

とができる（写真-2）．ガーデン作業を手伝うと，カフェのメニ

ューが半額で頼める．2016年には木造の東屋（Die Laube）が建

造され，2017 年 6 月に正式にオープンしたのち，様々なイベン

トに用いられている．なおこの東屋は基礎を持っているため，建

築許可が取得されている． 

ガーデンの敷地となっている土地は公有地で，2012 年までは

1年または2年毎の契約であったが，2012年に市が土地を売却し

ようとした際にガーデン利用者が”Let it Grow”キャンペーンを行

い，ガーデン維持のために 30,000 の署名を集めた．そこで市は

2013 年から 2018 年 12 月まで貸借契約を新たに結ぶことになっ

た．ただし現在土地利用計画上は学校用地になっており，契約期

【図-1】Interkultureller Garten Lichtenbergの区画見取り図（SozDia提供資料）
【写真-1】Interkultureller Garten 

Lichtenberg（著者撮影，2018年1月22日）
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間終了後，モバイルガーデンを謳っていても本当にガーデンを移

動すべきかは利用者内で議論が分かれている．その理由として，

確かに移動は可能であるが Prinzesinnengärten はベルリンにおけ

るシンボル的なコミュニティガーデンであり，そのガーデンが移

動してしまうと，現在立ち退きの圧力に晒されている他のガーデ

ンも移動できると認識されてしまうことが挙げられている．また，

利用者は近隣のコミュニティの人々であることから，移動してし

まうと従来の利用者は来られなくなってしまう．結論は未だ出て

おらず，今後も方向性が話し合われる予定である． 

 

4. まとめ 

 調査結果をもとに，暫定的土地利用としてのコミュニティガー

デンの課題を考察する．Interkultureller Garten Lichtenbergでは幼稚

園の需要低下から生まれた空き地が地域住民主導で多文化共生

ガーデンとして使われるようになった事例であるが，現在は幼稚

園の需要上昇により撤退圧力に晒されていた．そこでガーデンコ

ーディネーターが区と議論し，ガーデンの一部の面積を幼稚園に

拠出する形で先の20年程度はガーデンが存続できるよう妥協案

を認めてもらっていた．一方，Prinzessinnengärten は従来モバイ

ルガーデンのコンセプトのもと，カゴや木箱を用いたデザインの

もと設立され，市民の支援により一定期間の土地使用契約も実現

した．しかし，実際に移動の局面になると他のガーデンの存続の

危機を招いてしまうこと，そして従来の利用者のための空間がな

くなるということが問題となっていた． 

 両ガーデンとも限られた期間の利用契約を結んで土地を確保

していたが，一度ガーデンが成立し，一定期間存続したために利

用者は容易に撤退に踏み切れない状況が伺えた．緑地のなかでも

コミュニティガーデンは地域の社会問題の解決に寄与すること

を大きな役割とするが，同一地域に存在し続けない限り効果は消

失する．暫定性を踏まえてコミュニティガーデンを都市に組み込

むにあたっては，代替の土地を近隣に確保し続けられるか，ある

いは将来的に都市公園のような他の恒久的な土地利用に同様の

役割を吸収させられるかが課題となるであろう． 
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補注 

(1)正確にはフリードリヒスハイン＝クロイツベルク区．旧東側のフリード

リヒスハイン区と旧西側のクロイツベルク区が合併し成立した． 

(2)アジェンダ21は1992年地球サミット（リオ・デ・ジャネイロ市）で採

択された持続可能な開発のあらゆる領域における包括的な地球規模の

行動計画であり 8)，地方公共団体は市民，民間企業などと対話を行い，

ローカルアジェンダ21に取り組むべきとされている 9)．ベルリン市で

は 2006 年にローカルアジェンダ 21 が決議され，この枠組みのもと当

初は23の多文化共生ガーデンプロジェクトが存在したが 10)，2009年の

報告書によれば43の多文化共生ガーデンプロジェクトが実現した 11)． 
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